
時系列テキストストリームからの単語共起を使った新情報検出法 

 New Event Detection with Time Subtraction Co-occurrence Words 

竹田隆治   高須淳宏 
 Takaharu Takeda Atsuhiro Takasu 

 

状況設定 

 既

乖

捉

二

で

日々配信されるオンラインニュース その記事を見て

一連のニュース中の話題の流れの中で特に重要な

展開などがああたところ検出する。 天災と復興、事

件と犯人逮捕、などといった新情報の即時的検出を

目標とする 
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研究状況 

手法の有効性 

 データ量に対して線形時間で処理ができる 
 話題を形成する新しい語がなくても、新情報だと判定できる 
 単語共起の差分として現れる単語対の中には新情報を示す説明的な単語対

一連のニュース中で共通して現れる語 
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この文書 Di 中で前後 n語以内に出現する全ての２単語のペア 内容など 

提案手法で

Sd=累積既知

単語対

新出単語対
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 知の話題に対しての関連性と、それらに対しての

離度、新規性という、旧来は相容れない概念として

えられてきたが、本研究では新規性と関連性という

つの尺度を独立した値として両立させることが可能

あると実証する 
 

常のテキストマイニングではある話題について言及した記事を集めることにみの集中し、話題に関する細かい変遷についてまでは深く

知しない 
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マンション２０軒とホテル１軒の耐震性に問題が… ホテル1軒の営業休止… 

カトリーナで被害を受けた石油関連施設… ＩＥＡの加盟各国が石油の戦略備蓄を緊急放出… 
郵政民営化法案の再提出に向け、….   

 

 
11日午後の衆院本会議で可決、参院に送付される… 

記のような例は既存研究ではうまく検出できなかったり、または時間的に十分後になってからでなければ検出できなかったりした 

のような重要な変化を捉える 
が現れる 

差分として現れる新出単語対 

 広域 態勢 確立 立件 詐欺  

 受理 除籍 辞職  

 懇談 酒税 ビール 節税 原料 種類 簡素 普通  

遂げ  輪島 抜い 歴代  

は、新文書と(累積)既知単語対集合との比較で新情報を検出する。 

文書の幅(document-window) 
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提案手法では文書レコードを単語共起の集合として表現する。

文書レコード中に出現する単語を並べたリスト Di 
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